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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次

第27期

第３四半期連結

累計期間

第28期

第３四半期連結

累計期間

第27期

会計期間
自 平成28年２月１日

至 平成28年10月31日

自 平成29年２月１日

至 平成29年10月31日

自 平成28年２月１日

至 平成29年１月31日

売上高 （千円） 7,338,684 11,868,948 10,245,277

経常利益 （千円） 818,714 1,906,957 1,094,251

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 460,127 1,264,351 677,159

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 495,273 1,298,462 716,225

純資産額 （千円） 2,835,299 6,267,337 3,056,251

総資産額 （千円） 11,649,735 15,254,040 12,667,875

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 56.41 153.92 83.02

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 23.7 40.5 23.6

 

回次

第27期

第３四半期連結

会計期間

第28期

第３四半期連結

会計期間

会計期間
自 平成28年８月１日

至 平成28年10月31日

自 平成29年８月１日

至 平成29年10月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 39.41 51.78

 
（注）1．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

2．売上高には、消費税等は含まれておりません。

3．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

4．当社は、平成29年２月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年

度（第27期）の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定して

おります。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の景気対策等により、緩やかな回復基調を維持いたしま

したが、緊迫する世界情勢の影響により、先行き不透明な状況にあります。

　当社グループが属する分譲マンション業界におきましては、住宅ローンの低金利が需要の下支えとなり、市況は

堅調に推移したものの、地価や建築コストの上昇は依然続いており、市況を悪化させることが懸念されます。

　このような事業環境のもと、当社グループは、ファミリーマンション及び資産運用型マンションの販売を継続し

て行うとともに、新規物件の開発に取り組みました。

　この結果、売上高 11,868,948千円（前年同期比61.7％増）、営業利益 1,928,915千円（前年同期比139.4％

増）、経常利益 1,906,957千円（前年同期比132.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益 1,264,351千円

（前年同期比174.8％増）となりました。

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

① ファミリーマンション販売事業

　福岡市で４棟（グランフォーレ大橋南、グランフォーレ西新レジデンス、グランフォーレ春日原、グランフォー

レ藤崎レジデンス）を完成させたほか、前期繰越在庫の引渡しを進め、中古を含み145戸（前年同期は88戸）を引

渡しました。また、次期完成予定物件の福岡市及び久留米市の２棟（グランフォーレ大橋テラス、グランフォーレ

諏訪野プレミアム）の販売を行い、順調に契約高を積み上げました。この結果、売上高 5,195,188千円（前年同期

比87.0％増）、セグメント利益 983,921千円（前年同期比344.5％増）となりました。

② 資産運用型マンション販売事業

　不動産投資意欲が引き続き高い市況のもと、福岡市で４棟（ドゥーエ赤坂、グランフォーレ箱崎プレミア、グラ

ンフォーレプライム神屋町、グランフォーレ博多駅東スタイル）を完成させ、１棟（グランフォーレラグゼ箱崎）

の仕入を行い、355戸を引渡したほか、中古物件73戸を引渡し、合計428戸（前年同期は279戸）と伸長いたしまし

た。この結果、売上高 6,234,501千円（前年同期比49.1％増）、セグメント利益 1,085,171千円（前年同期比

60.7％増）となりました。

　なお、ドゥーエ赤坂（273戸）は、当社及び他１社で構成する共同企業体により１棟一括引渡しを行い、当社の

出資比率50％にあたる136戸を引渡し戸数として算定しております

③ 不動産賃貸管理事業

　管理戸数は2,895戸となり、売上高 280,963千円（前年同期比19.8％増）、セグメント利益 103,377千円（前年

同期比5.5％増）となりました。

④ ビルメンテナンス事業

　マンション管理戸数は順調に増加し、売上高 120,245千円（前年同期比8.8％増）、セグメント利益 14,105千円

（前年同期比30.3％増）となりました。

⑤ その他の事業

　不動産売買の仲介業を行い、売上高 38,048千円（前年同期比11.3％増）、セグメント利益 20,746千円（前年同

期比25.8％減）となりました。

 

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更は

ありません。

（3）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年10月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成29年12月12日）

上場金融商品取引所名又は登

録認可金融商品取引業協会名
内容

普通株式 10,108,000 10,368,000
東京証券取引所市場第一部

福岡証券取引所
単元株式数100株

計 10,108,000 10,368,000 － －

（注）1．平成29年10月23日より、東京証券取引所市場第二部から同取引所市場第一部銘柄に指定されております。

2．平成29年11月15日を払込期日とするオーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増資による

新株式の発行により、発行済株式総数が260,000株増加しております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年10月20日 1,740,000 10,108,000 1,065,271 1,403,271 1,065,271 1,272,271

（注）1．平成29年10月20日を払込期日とする有償一般募集増資による新株式発行によるものであります。

発行価格　　　　　　　　1,291円

発行価額　　　 　　　1,224.45円

資本組入額　　　　　　612.225円

払込金総額　　　　　2,130,543千円

2．平成29年11月15日を払込期日とするオーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連した第三者割当

増資による新株式の発行により、発行済株式総数が260,000株、資本金及び資本準備金がそれぞれ159,178千

円増加しております。

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿が確認できないため、記載するこ

とができないことから、直前の基準日（平成29年７月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成29年10月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　211,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　8,154,100 81,541 －

単元未満株式 普通株式　　　2,700 － －

発行済株式総数 8,368,000 － －

総株主の議決権 － 81,541 －

（注）平成29年10月20日を払込期日とする有償一般募集による新株式の発行を行ったことに伴い、普通株式が

1,740,000株増加し、発行済株式総数は10,108,000株となりました。また、平成29年11月15日を払込期日とする

オーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連した第三者割当増資による新株式の発行を行ったことに

伴い、普通株式が260,000株増加し、発行済株式総数は10,368,000株となりました。

②【自己株式等】

平成29年10月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
 自己名義所有
 株式数（株）

 他人名義所有
 株式数（株）

 所有株式数の
 合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社コーセー

アールイー

福岡市中央区赤坂

一丁目15番30号
211,200 － 211,200 2.52

計 － 211,200 － 211,200 2.52

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年８月１日から平

成29年10月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年２月１日から平成29年10月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年１月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年10月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,924,689 6,068,371

売掛金（純額） 7,369 7,434

販売用不動産 2,015,240 901,508

仕掛販売用不動産 6,766,710 6,403,428

その他 ※１ 168,097 ※１ 96,854

流動資産合計 10,882,107 13,477,596

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 685,956 676,312

土地 1,014,341 1,017,561

その他（純額） 13,830 9,902

有形固定資産合計 1,714,128 1,703,776

無形固定資産 5,550 6,007

投資その他の資産 ※１ 66,089 ※１ 66,661

固定資産合計 1,785,767 1,776,444

資産合計 12,667,875 15,254,040

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 798,901 666,295

電子記録債務 － 221,508

短期借入金 4,579,769 3,353,210

1年内返済予定の長期借入金 157,484 874,466

未払法人税等 199,353 466,933

賞与引当金 14,142 30,570

その他の引当金 41,880 48,619

その他 579,460 437,875

流動負債合計 6,370,991 6,099,478

固定負債   

長期借入金 3,137,625 2,768,020

長期預り敷金 97,806 116,863

その他 5,200 2,341

固定負債合計 3,240,631 2,887,225

負債合計 9,611,623 8,986,703

純資産の部   

株主資本   

資本金 338,000 1,403,271

資本剰余金 219,582 1,284,853

利益剰余金 2,436,812 3,497,244

自己株式 △15,117 △15,117

株主資本合計 2,979,278 6,170,252

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,255 5,300

その他の包括利益累計額合計 4,255 5,300

非支配株主持分 72,718 91,784

純資産合計 3,056,251 6,267,337

負債純資産合計 12,667,875 15,254,040
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年２月１日
　至　平成28年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年２月１日
　至　平成29年10月31日)

売上高 7,338,684 11,868,948

売上原価 5,157,567 8,400,366

売上総利益 2,181,116 3,468,581

販売費及び一般管理費 1,375,290 1,539,666

営業利益 805,826 1,928,915

営業外収益   

受取家賃 36,160 78,079

受取手数料 32,362 25,113

違約金収入 59,091 2,517

その他 17,426 20,030

営業外収益合計 145,041 125,740

営業外費用   

支払利息 110,395 116,516

融資手数料 720 1,440

新株発行費 － 18,921

その他 21,037 10,819

営業外費用合計 132,153 147,698

経常利益 818,714 1,906,957

税金等調整前四半期純利益 818,714 1,906,957

法人税、住民税及び事業税 301,579 622,812

法人税等調整額 22,037 △13,271

法人税等合計 323,617 609,540

四半期純利益 495,096 1,297,417

非支配株主に帰属する四半期純利益 34,969 33,066

親会社株主に帰属する四半期純利益 460,127 1,264,351
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年２月１日
　至　平成28年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年２月１日
　至　平成29年10月31日)

四半期純利益 495,096 1,297,417

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 176 1,045

その他の包括利益合計 176 1,045

四半期包括利益 495,273 1,298,462

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 460,304 1,265,396

非支配株主に係る四半期包括利益 34,969 33,066

 

EDINET提出書類

株式会社コーセーアールイー(E04075)

四半期報告書

 9/14



【注記事項】

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成29年１月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成29年10月31日）

流動資産 10千円 10千円

投資その他の資産 3,193 4,402

 

　２. 保証債務

　次の共同企業体の金融機関からの借入に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成29年１月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成29年10月31日）

コーセーアールイー・ランディックアソシ

エイツ共同企業体（借入債務）
902,409千円

コーセーアールイー・エムズ共同企業体

（借入債務）
298,080千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年２月１日
至 平成28年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年２月１日
至 平成29年10月31日）

減価償却費 29,731千円 30,266千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年２月１日　至　平成28年10月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
1株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年４月27日

定時株主総会
普通株式 101,960千円 25円 平成28年１月31日 平成28年４月28日 利益剰余金

 
 

２．株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年２月１日　至　平成29年10月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
1株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年４月27日

定時株主総会
普通株式 203,920千円 50円 平成29年１月31日 平成29年４月28日 利益剰余金

 
 

２．株主資本の著しい変動

　　当社は、公募増資を行い、平成29年10月20日に払込が完了しております。これにより、新規で1,740,000株

の株式発行を行いました。

　　その結果、当第３四半期連結累計期間において資本金及び資本準備金がそれぞれ1,065,271千円増加し、当

第３四半期連結会計期間末において資本金が1,403,271千円、資本剰余金が1,284,853千円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年２月１日　至　平成28年10月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）1

合計
調整額
（注）2

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）3

 
ファミリー
マンション
販売事業

資産運用型
マンション
販売事業

不動産賃貸
管理事業

ビルメンテ
ナンス事業

計

売上高          

(1）外部顧客へ
の売上高 2,778,135 4,181,199 234,618 110,545 7,304,498 34,185 7,338,684 － 7,338,684

(2）セグメント
間の内部売上
高又は振替高

－ － 391 － 391 － 391 △391 －

計 2,778,135 4,181,199 235,010 110,545 7,304,890 34,185 7,339,075 △391 7,338,684

セグメント利益 221,355 675,478 98,032 10,827 1,005,693 27,964 1,033,658 △227,831 805,826
 

（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、仲介業を含んでおります。

　　　2．セグメント利益の調整額△227,831千円には、セグメント間取引消去△391千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△227,440千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

　　　3．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年２月１日　至　平成29年10月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）1

合計
調整額
（注）2

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）3

 
ファミリー
マンション
販売事業

資産運用型
マンション
販売事業

不動産賃貸
管理事業

ビルメンテ
ナンス事業

計

売上高          

(1）外部顧客へ
の売上高 5,195,188 6,234,501 280,963 120,245 11,830,899 38,048 11,868,948 － 11,868,948

(2）セグメント
間の内部売上
高又は振替高

－ － 443 － 443 － 443 △443 －

計 5,195,188 6,234,501 281,406 120,245 11,831,342 38,048 11,869,391 △443 11,868,948

セグメント利益 983,921 1,085,171 103,377 14,105 2,186,576 20,746 2,207,323 △278,407 1,928,915
 

（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、仲介業を含んでおります。

　　　2．セグメント利益の調整額△278,407千円には、セグメント間取引消去△443千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△277,964千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

　　　3．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年２月１日
至　平成28年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年２月１日
至　平成29年10月31日）

１株当たり四半期純利益金額 56円41銭 153円92銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
460,127 1,264,351

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
460,127 1,264,351

普通株式の期中平均株式数（株） 8,156,800 8,214,162

　（注）1．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

2．平成29年２月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

（重要な後発事象）

（第三者割当による新株式の発行）

　当社は、平成29年９月29日開催の取締役会において、ＳＭＢＣ日興証券株式会社を割当先とする第三者割当増

資による新株式発行を下記のとおり決議しており、平成29年11月15日に払込が完了いたしました。

（1）発行する株式の種類及び数　　　普通株式　　260,000株

（2）払込金額　　　　　　　　　　　１株につき　1,224.45円

（3）払込金額の総額　　　　　　　　318,357,000円

（4）資本組入額の総額　　　　　　　159,178,500円

（5）払込期日　　　　　　　　　　　平成29年11月15日

（6）割当先　　　　　　　　　　　　ＳＭＢＣ日興証券株式会社

（7）資金の使途　　　　　　　　　　ファミリーマンション用地、資産運用型マンション用地の仕入資金の一

部に充当する予定です。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年12月11日

株式会社コーセーアールイー

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 馬場　正宏　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 増村　正之　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コー

セーアールイーの平成29年２月１日から平成30年１月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年８月

１日から平成29年10月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年２月１日から平成29年10月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コーセーアールイー及び連結子会社の平成29年10月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　1．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　2．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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